
らせんの働きで荷物を昇降
第一施設工業のスパイラルリフター

「
ら
せ
ん
」
が
生
み
出
す
不
思
議

納
品
ま
で
２
カ
月
半
待
ち
の
人
気
製
品
　
　
　
　
　
　
　

データがあれば複雑な形状も作成可能
（ホットプロシードの３Ｄプリンター
Ｂｌａｄｅ―１ で試作した成形品）

ホットプロシード第一施設工業

　
２
本
の
柱
に
挟
ま
れ
た
荷
物
が
、
柱

の
周
囲
を
く
る
く
る
と
回
る
ら
せ
ん
で

せ
り
上
が
る
―
。
第
一
施
設
工
業

福

岡
県
新
宮
町

の
垂
直
連
続
搬
送
機

「
ス
パ
イ
ラ
ル
リ
フ
タ
ー
」
は
、
ユ
ニ

ー
ク
な
構
造
で
見
る
人
を
ひ
き
つ
け

る
。

　
構
造
は
シ
ン
プ
ル
だ
が
能
力
は
高

く
、

程
度
の
梱
包
物
や
コ
ン
テ

ナ
な
ど
箱
状
の
も
の
を
、
１
時
間
当
た

り
最
大
で
１
５
０
０
個
搬
送
す
る
。
駆

動
部
が
装
置
下
部
に
あ
り
、
搬
送
物
を

オ
イ
ル
の
飛
散
で
汚
す
こ
と
が
な
い
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
や
騒
音
が
少
な

い
の
も
特
徴
だ
。
搬
送
物
サ
イ
ズ
や
昇

降
距
離
に
応
じ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で

き
る
。

　
海
外
の
展
示
会
な
ど
で
も
積
極
的
に

紹
介
し
て
お
り
、
同
社
の
篠
原
統
社
長

は
「
と
に
か
く
見
て
も
ら
え
ば
分
か

る
」
と
自
信
を
示
す
。
文
字
通
り

言

葉
い
ら
ず
の
商
品
だ
。

　かつて世界を席巻した「メード・イン・ジャパン」。新規性や高
い機能性、故障が少ない高品質で世界中のユーザーから支持を受け
てきた。しかし韓国製品や中国製品に押され、日本製はかつての輝
きを失いつつある。そんな中、独創的な切り口で注目される製品群
を地元・九州の企業が生み出している。世界市場に挑む「メード・
イン・九州」のユニークな製品を紹介する。

　
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
へ
の
関
心
が
急
速

に
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
金
属
や

木
材
を
削
っ
て
作
っ
て
い
た
試
作
品

も
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
ボ
タ
ン
一

つ
で
製
作
で
き
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
車
の

プ
ラ
モ
デ
ル
作
り
に
夢
中
に
な
っ
た
世

代
に
は
、
趣
味
の
分
野
で
も
活
用
し
た

い
製
品
だ
。

　
と
は
い
え
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
海

外
製
品
が
主
流
で
高
価
。
そ
ん
な
中
、

一
般
に
も
手
が
届
く
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

が
登
場
し
た
。
ホ
ッ
ト
プ
ロ
シ
ー
ド

福
岡
市
西
区

の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
機

Ｂ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
―
１
の
価
格
は

万
６

５
０
０
円
。
こ
の
１
年
間
で
約
２
０
０

台
を
販
売
し
て
お
り
、現
在
、納
品
ま
で

２
カ
月
半
待
ち
と
い
う
人
気
ぶ
り
だ
。

　
「
Ｂ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
―
１
」
は
ガ
レ
ー
ジ

で
作
業
す
る
米
国
と
違
い
、
夜
中
に
マ

ン
シ
ョ
ン
の
１
室
で
作
業
す
る
日
本
の

ユ
ー
ザ
ー
に
向
け
て
、
静
粛
性
を
重

視
。
駆
動
音
は
一
般
的
な
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
と
同
程
度
で
、
寝
る

前
に
セ
ッ
ト
し
て
翌
朝
に
完
成
さ
せ
る

こ
と
も
可
能
。

　
同
社
の
湯
前
裕
介
社
長
は
「
一
般
の

人
に
と
っ
て
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
夢
の

機
械
で
は
な
い
。
工
作
機
械
に
す
ぎ
な

い
」
と
冷
静
に
語
る
。
発
売
当
初
は
趣

味
で
モ
ノ
づ
く
り
を
楽
し
む
個
人
が
半

数
を
占
め
た
が
、
現
在
は
中
小
企
業
の

ほ
か
、
試
作
費
を
抑
え
る
た
め
に
利
用

す
る
大
企
業
も
ユ
ー
ザ
ー
に
名
を
連
ね

る
。
さ
ら
に
「
海
外
６
カ
国
か
ら
販
売

代
理
店
の
引
き
合
い
が
来
て
い
る
」
と

い
う
。

筑水キャニコム

　
「
立
ち
乗
り
ひ
ろ
し
」
「
男
前
刈

清
」
「
ブ
ッ
シ
ュ
カ
ッ
タ
ー
・
ジ
ョ
ー

ジ
」
―
。
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
て
し
ま

う
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
こ
れ
ら
の
商
品
を
次

々
と
世
に
送
り
出
し
て
い
る
の
が
、
農

業
用
作
業
車
メ
ー
カ
ー
の
筑
水
キ
ャ
ニ

コ
ム

福
岡
県
う
き
は
市

。

も
の

づ
く
り
は
演
歌
だ

を
掲
げ
る
同
社
。

遊
び
心
た
っ
ぷ
り
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
、

実
は
顧
客
の
要
望
に
実
直
に
応
え
た
い

と
い
う
真
剣
な
思
い
を
表
し
て
い
る
。

そ
ん
な
同
社
の
新
商
品
が
「
三
輪
駆
動

静
香
」
。

　
か
つ
て
一
時
代
を
築
い
た
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
出
身
で
人
気
者
と
な
っ
た
女

性
歌
手
に
か
け
た
の
は
想
像
が
つ
く

が
、
そ
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
ネ
ー
ミ
ン
グ

セ
ン
ス
に
は
脱
帽
だ
。

　
こ
の
商
品
は
都
市
部
向
け
の
配
送
用

３
輪
車
。
渋
滞
や
路
上
駐
車
な
ど
ト
ラ

ッ
ク
配
送
の
問
題
解
決
へ
、
街
中
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

名
は
体
を
表
す

の
が
同
社
の
商

品
。
後
輪
の
ペ
ダ
ル
駆
動
に
加
え
、
前

輪
に
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
が
付
く
。
荷

物
へ
の
衝
撃
を
軽
減
す
る
た
め
の
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
機
能
も
搭
載
。
文
字
通
り

静
か
に
荷
物
が
運
べ
る
。
ハ
ー
ド
な

荷
物
運
搬
の
仕
事
も
、
こ
の
３
輪
車
な

ら
気
持
ち
よ
く
取
り
組
め
そ
う
。 静かに街を走ります（筑水キャニコムの都市

部配送用３輪車「三輪駆動静香」）

元おニャン子の？ではなくて―

有安オート

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

が
生
活
に
浸
透
し
て
き
た
。

エ
コ
ノ
ミ
ー
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
、

二
つ
の
エ
コ
を
実
現
す
る
「
エ
コ
カ

ー
」
は
今
後
の
自
動
車
市
場
で
主
流
を

占
め
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
自
動
車
整
備
業
の
有
安
オ
ー
ト

長

崎
県
平
戸
市

の
有
安
勝
也
専
務
は
、

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
自
作
で
Ｅ
Ｖ
仕
様
に

改
造
し
、
地
元
の
話
題
と
な
っ
た
。
現

在
、
普
及
を
目
指
し
て
い
る
の
が
、
電

動
２
輪
車
の
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ

イ
ソ

ラ

」
。
昨
年
秋
の
発
売
後
、
１
年
間

で

台
以
上
を
販
売
し
た
。

　
電
動
２
輪
車
の
主
流
と
な
っ
て
い
る

ス
ク
ー
タ
ー
型
で
な
く
、
自
転
車
の
フ

レ
ー
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
た
。
重
量

で
、
折
り
た
た
み
も
可
能
。
自
転
車

の
よ
う
に
ま
た
が
っ
て
走
行
す
る
ス
タ

イ
ル
も
、
慣
れ
れ
ば
簡
単
だ
。

　
パ
ー
ツ
や
色
な
ど
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
に
も
対
応
し
て
お
り
、

―

代
の

こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
男
性
層
に
受
け
て

い
る
。

自転車？バイク？

一見自転車のような形状が目をひく
有安オートの電動２輪車 ＩＳＯＲＡ イソラ

　 月 日（火）～ 日（木） ： ― ： （最終日は ： まで）
・会場　マリンメッセ福岡（福岡市博多区沖浜町７―１）
・入場料　 円（招待券持参者は無料）
・主催　
　今回紹介した製品をはじめ、数多くの新製品、新技術に出会えるのが、
月 日― 日にマリンメッセ福岡（福岡市博多区）で開催される「モノづく
りフェア 」だ。毎回多くの来場者でにぎわうこのイベントでは企業や団

体の出展物に加え、モノづくりの今を体感できるイベントやセミナーが盛り
だくさん。ビジネスのヒントを探るために、またはモノづくりの今を知るた
めに足を運んではいかがだろう。

主なイベント
・ものづくり中小企業事業化・マッチングフェア（企画主催：中小企業基盤
　整備機構九州本部）
・九州自動車部品相互展示商談会（同：九州自動車・二輪車産業振興会議）
〈オープニング特別講演〉
　 月 日（火） ： ～ ：
「義理と人情のモノづくり～デザインとネーミングで市場を拓く」
講師：筑水キャニコム代表取締役会長　包行均氏

〈モノづくり日本会議　モノづくり力徹底強化検討会〉
　 月 日（火） ： ～ ：
特別講演「次代を見据えたモノづくり」
講師：旭化成常任相談役　蛭田史郎氏　
　　　安川電機　生産・業務本部先端生産技術センタ長　藤原博昭氏
〈特別企画〉
・九州発！電動二輪車試乗コーナー
　参加企業：明和製作所、有安オート
　

展示会についてのお問い合わせは　　　　　　　　
日刊工業新聞社西部支社業務部　

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 　　　　秋季号　　　　Ｋ　Ａ　Ｔ　Ｓ　Ｕ


